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著者はパペット療法士であり、心理学者、腹話術師でもあるスーザン・リン氏。パペットを用い

たごっこ遊びに秘められた力を実例を挙げて解説しています。 

長年に渡りパペットを用いたエンターテイメントに携わった経験から“子どもが口に出せずにい

る本当の気持ち(偽りのない感情や悩み)はパペット遊びを通して表現させることができる”と確信

した著者が、パペットを用いたセラピーを子どものこころの治療手段として取り入れ、そのエピソ

ードを紹介。 

子どもの悩みは大人から見れば取るに足らない生活環境の変化から家族の死、自らの重い病まで

種類も程度もさまざま。子どもたちの繊細なこころのケアにパペットを用いたごっこ遊びを取り入

れてみませんか。 

その他、商業化された文化が台頭してきたことによって脅かされている“創造的な遊び”の重要

性や現代の子どもの遊びを取り巻く多くの問題についても一石を投じています。 
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